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陸中 国 西 磐井 郡 花泉 町 金森 発見 の 鮮新 紀 末 葉 化石 床 の 路 乳 類 
WAFERS 。 BR 一 (福島 医大 生物 学 教室 ) 
昭和 31 年 1 月 8 日 受領 


この 化石 床 は 併せ て 人 類 世 蹴 で も ある 。 HI ERE M2 キロ , 新 設 の 清水 原 駅 より 約 1 キ ロ の 地 
FCC, 金 流川 c 沿 らち た 許 面 耕地 に ある 。 発見 の 経路 を 云え ば 1927 年 5 月 に さか の 他 る 。 その 年 是 索 ic 会 
RRB CaO, HEL CHU CHO 

-o TS RHBRBS RE ~ KRM RG Coe SL ko tb orb, 東北 天田 根 教 接 を 招き , 青年 団 を 動 
ei a a 
人 和信 工 の 証跡 が あり , LICHROBM ABER LOL LCHbnNAOCHhS,, 数 授 は 之 が 意見 を 筆者 の 一 人 絵本 
に 求め る の だ と 云っ つて 居る 中 に 急逝 し , 之 に 由 つ て 之 が 研究 と 夫 後 の 探査 と が 松本 の 喜 任 に C か か つて 来 た の 
で ある 。 第 二 回 発掘 は 松本 も 出席 し て 1954 年 2 月 28 日 に 行わ れ た 。 第 三 回 は 1955 年 11 月 日 K 行 
われ た 直後 筆者 等 3 名 同行 し て 調査 を 遂げ た 。 

発掘 現場 は 井戸 を 掘る 如く 掘り, PRS 5 迷 許 , HERET 3 ACOR a. REL chet Lice 
き 1 ETI 2 米 許 の 出町 砂 質 粘土 層 が あり , KCPE IT CHREWED SS. BRAM CREOL 
限 下 約 1 米 の 深き に 基 だ 薄い 理 木 扇 が あり , と の 建 木 層 直 が 貴 乳 類 化石 床 を な し て 居る 。 AROR à 
未詳 を が なら 少く と も 1 米 以 下 で は な い 。 

Megaceros kinryuensis, sp. nov. キン リウ オオ ツノ シカ 

材料 右 受 角 大 破片 ， 
募 骨 二 対 , ATER. 
AES AR, Ag 
FN FER HX, その 
tio LAKHE LIT 
模式 と する 。 

本 属 仁 双 Euryceros 
と ゃ 呼ば れる 。 PEE 
种 好 中 本 属 导 特 亿 王 属 
Sinomegaceros と され 
も する が , と の 日 本 種 


(TASB RC id FR. 
Z DALFAU HAD (CHE 
ATED., oki 
ta Ph eh tc fig < Bd 
つて 居 た た 反し, と の 3 | 
叉 角 許 は 地層 中 tc 直立 ™ a te i ce a 
BRCM Ai TDO 第 一 図 Megaceros ee) AG LEARE, 外面 。 BiH Ae 
た 。 下 に その 測定 を 示す (mm TC), 
Pee eC ee eee ie ive ian cle iat 人 595 
層 枝 分 岐 下 衣類 迄 kk Sk.-2 ENE 90 
違 枝 分岐 上 角 冠 へ の 拡 り の 最 半 迄 ーーー ドド か 410 
湖 基 の 各国 295 


(17) 


NII-Electronic Library Service 


The Zoological Society of Japan 


n l 動物 学 雑 BB : 第 65 巻 ・ 第 6 E 

e e TAG ey PAE TE (BSD ww ence di chs ee wee Si ouied lose ype Sauce eed saan ys amen tate Nanay 245 

RE a RN 185 
HOBIE ..:.. ve and A Gaara bees eosin dees Heian 人 100 

角 基 中 左右 笃 Os 90 

TEBE F FBR BEN BIGR ER ーー ドド 87 

”让 枝 下 角 区 中 最 小 左右 笃 ーー ドド に に に に に に に に 63 

š Eea AE a e e E Guba 50 
ARATRO ROHE ce IR gr 2 
BRRERBORDAHŢE oeren ed pe 61 


COMPAILFEDICKE CRBS, - 以 て が 成長 し た 特 鹿 の も の で ある 事 明 みかみ で ある 。 角 和 届 は 後生 婦 外 へ 
と 反り 曲り 。 局 枝 角 冠 間 の 角 商 は 中 途 部 に 於 て 円 い 。 謎 角 刺 が 甚だ 長く ZbICMOCIRe A2 OM ASE 
だ 不 頭 閉 で あ © bik と の TARCIE CRIZ も の が ある 。 JERE く 位 置 し , DCAM TAREE 
2, その 横断 面 が 亜 鈴 状 を な し て 居 
る 。 周 枝 は 基部 より 既 C 記 く な つて 
[Ki #0, 前 に 向 つ て 益々 広く , in 
何 に ゃ 半開き の 扇状 を な し , EMC 
a HERD SBS HS BIC OT 
大 < mS OM ORE DET OIC 
中 国产 Sinamegaceros の 眉 枝 程 に 
広大 で は 無 か みか つ た よら で ある 。 東 に 
fcz ORV BBs Hiss (CER LEED 
Eo k 5 ICH CH a PT Sick 
か つた 事 で あろ う 5。 掌 汰 c 分 岐 する 
HEDRO PBB OR FIL AT 
と 折れ 畳み 込ん で 居る 。 JAR LP 
Hopia Ba bt 2 
C, COBAMO Mes HHL RIN 
YEE ORE REERO p OREKT 
は 無 か みか つた 事 で あろ うら 。 之 で 受け る 
印象 は と の 日 本 種 が 一 歩 原 的 で あろ 
SERSBCHS, 表面 c 見 ちら れ る 
隆起 , (Vek, 漠 等 鹿角 特有 の 凸凹 
模様 は 余り 強く $ も 余り 弱く $ も 無い 。 
ーー ここ て | _ ーー 、 と の 受 角 の 賠 枝 及 角 冠 の 破損 は 当時 
第 二 図 Megaceros kinryuensis HBR BE, EMR T Bt. DEM FAB POMEL TSK 
下段 は 右上 Mi, 外面 及 下 面 観 。 実 大 。 に 割り 取っ つた も の か る 知れ な い 。 

三 対 の 募 EYL SOE に 伴 つ て 居 た 訳 で な く , HOLA (CIS THES A, Oza EIEC KS 
BHERCLALOTESS. MEETER (mm で 


一 人 OO 革 -WDR 
OS Ss 175 . | 185. 
長 さ 
FE < 176 > 185 
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OS 48 45 
wad 
人 46 45 
EERE TT RET ETT ee 13 2 
正中 縫合 に 沿う 厚 さ 
a oe 12 
EG A. SR 79 75 


LLTO Suon a EEEE 29 30 


DEORE RET, REO LOCH 
る 事 明 か で ある 。 幅 と 厚 さ と か ら 判 ずる に 第 一 
の 対 は 恐らく 牡鹿 の ゃ の で あろ うら 。 後半 部 c 最 
広 部 が あり , 前 半 部 は と の 最 広 部 より 充分 (c 狭 
く な つて あり , 対 と し て 正中 線 (c 沿 5 CHEE 
く 高 まり 上 つて 大 る 。 之 等 の 事 は 次 に 述べ る ハ 
ナイ ズミ モリ ウシ と や その 他 生 上 類 の 鼻 営 に 対す る 
著しい 相 異 で ある 。 と と の 戦 凡 一 般 と 同様 に 皮 
KOLCE LHI TDA SpoR AbH 


Do 

右前 額 営 は 下 の 如く 測定 され る (mm で )。 
上 な 170+ 
本 体 部 の 上 下 幅 ーー……… 26 
前 端 拡張 部 直後 に 訟 ける 厚 さ oe. 13 
日 球面 か ら 後 敵 へ の 高き ………… 65+ 


KELL CHPMOMBEIC も 合い そう な の 
< 引き 換え , 前 端 郭 が 拡がっ て 居 ず , PRA 上 
うち 選 暫 農 誠 広く な つて 居 な か つた を 事 を 示し て 居 
る 。 

ALB ARS kl BURL A LOC, FO 
如く 測定 され る (mm で )。 


A NEE EEE EA E, 27 
a eerie eee sed E ace aoe 92.5 
内 便 冠 高 One en a . 16.5 
卸 倒 冠 高 eet 21 


PCR CHS, IAEA OWS MIT Op 
助 は 著しく , TAU SSHHIORE VER. 4 個 の 半 上 ーー 
月 共 充 分 よく 頂 が 和 括り , Liceewlehkomm - BXA Megaceros kinryuensis TRH, 内 面 。 外 
耐 は 側 画 観 に 於 て 著しく 麻木 形 を な し て 居 た 事 Hl, ETH 
Biz CH So AERE, 0.3-0.8mm の 厚 さあ り , RARR VME CH. KECHAR. 

TREKKA OLOCEL, 測定 は 下 の 如 く で ある (mm T), 


右 Æ 
TES S E em 人 55 主 455+ 
EBI & AH BIRD» b DEES cee rcce EA, 290+ 2904- 
RS 1 190 175 
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ee a Oz 220-4 220 
関 装 笑 起 た 於 る 高き 165+ 165+ 
EaD E a a keeaed Mec bates 35 33 
BARER 2 FPR NS errereen 31 31 
EB x ACAD a eee rae lanai 58 57 
REEERE AS S a.. ee eg 60 60 
RERKGKERNCA DE Z ecreis 66 70 
oe 63 63+ 
a E GK 21 15+ 
CAS EAE ANEAN ee 17 17 
BERI RANC HS B PE re 26 28 
FRE KEV CI DAIA. 00cc 35 33 
B TENANE.. 59 57 
1 2 A EDO 424 42 


WETA bi Sih o TARAK l, ハナ イズ ミ モ リ ウシ の それ に 擬 し て で 一寸 だ け 劣 る に 過ぎ な いらい 。 と の 
TRACER SSI 头骨 长 什 560mm 位 み 以上 も あつ た で あろ ら 。 前後 の 神経 泡 は 大 きく 旦 つ 日 明 に 珍し 
THO. j 

と OT sea OF tt Foun ¢ ike 39.4 (mm で )。 


fea fi 内 測 冠 高 外側 冠 高 mee LS 
19 15 11 12 
p J” 19 
(Æ 20 15 11 12 18 
Pf 25 17 9 7 14 
“le 23 18 7 8 13 
30 22 14 10 l 
pA : 
1 だ 29 29 12 10 17 
27 20 12 8 17 
Mil 
左 26 21 10 19 
30 23 14 10 18 
Mol 
E 30 23 i4 10 9 
43 99 16 12 29 
ve 石 
lz 43 22 14 12 20 


CEOS XK HUB L CHS. BL RR Ch SBCA. AZRE OAH + fh b BEY aR 
い 。 FA BS FUNEA ES TBC TA CIE k CERI CHS. KAKOR IEE SI, MHE., その 
PMH CHS. BIC HAE, 

AE DOMARLIAMS At SS BORK LW a TARDOR HE CEROMEC ROCESS. B= 
枝 と 堂 状 角 冠 と を 併 す 有する の で は 無い に よら ち で ある 。 Mb BASHA LS ICH Dama OX OKC 
は 無 か つ た の で ある 。 本 日 本 種 は 互 大 な 中 と 蓋 5 事 で る 本 属 通 り で あれ ど , BNR TROUBROARK Ht 
すれ ば 一 歩 原 的 な $ ぁ の が ある よう で ある 。 オ スポ ボー ン 教 授 が 古く 述べ て 居 た 如く , 区 洲 浜 病 思 の 本 司 は 亜 細 
亜 よ り の 移住 者 で あつ た る べく , その 予言 は 本 日 本 種 の 発見 に よ つ て 的 中 し た 訳 で ある 。 本 属 の 系 統 は 次 の 
如く で も あつ た ろう 5。 
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M. giganteus a HAHO b EE L hoc +25 
: SS M. (Sinomegaceros) pachyoseus Exryceros (Sinomegaceros)? DCAM L BAS 
Le し た 受 角 破片 が あり , REALE OPH WAOC 
Megaceros kinryuensis 本 種 に 属す る みか どら ちか ゃ 判定 し 得 な ら 。 その 出土 


地層 が 果して 江 積 か 否 み か ら 決め て か か ら ぬ と 本 種 と 同じ で あろ うと さえ 云い 難い の で ある 。 

Leptobison, g. nov. モリ ウン シ 属 

野牛 族 の 一 属 Glin). SPOR) = 
く , 特に 余り 広く な い 。 MERMO LCE D, 
前 頭骨 面 に 続く 。 野牛 Bison を 除く 一 帝 生 類 
と 同様 に 長 頭 又 は 長 顔 で ある 。 角 記せ は 小さく , 
短く , 円 い 。 FL FSET R RC BR CHL 
く 礁 木 型 で ある 。 ERASE し て 幅 よ り 長 
eo 肩 上 に 癌 を を なす 。 即ち 該当 部 胸 礁 か 特別 人 
長い 針 状 突起 を 有する 。 

模式 種 は 下 た 記載 する Leptobison hana- 
ZUNMiEnSES. 

本 属 は な お 模式 頭 著 が 失わ れ た と 伝え られ る 
EBEV Y Y Y 7 BE Bison sivatensis Lydekker と 
中 国 ニ ホワ ン 選 Bison palaeosinensis Teil- 
hard de Chardin & Piveteau と を 含む 。 

本 司 は 前 頭骨 頭 項 肖 区 滅 の 野牛 的 形 状 と 長 頭 
it RACH SE + ARO & OF 
ee LCBO bn b, ARICA Cit RHO ， 
上 部 鮮新 の Leptobos k SK PRE CS. BA 第 四 図 Leptobison hanaizumiensis. BAER TBA 
BRAM ERO LWR Oo ei CTH EE, LERES. 
され る で あろ うら 所 に よく 符合 する の で ある 。 


Leptobison hanaizumiensis, sp. nov. ハナ イズ ミ モ リ ウシ 
材料 崩 や 歯 の 甚だ 多数 。 頭 写 の 両角 心 府 頭 募 部 大 帝 片 を 模式 と する 。 
当 頭 蓋 は 下 の 如く 測定 さき れる (mm T), 


正中 線 に 治ら 前 頭骨 長 eee 
問題 拓 5 
REEE DRAI oeer riirrerisrrrirrierserrtentestreenveeeteserterre=t 
HOE GE OD FELL ICTR DENA 35 
(NE Ree ed PFW aa cick E E + = 


CETTE a ee eee ER rer te eee er 245 
IERRA S ESA i ea oo sins da cas tense ods E A eo en aa a a 140 
HAFLER EHI =e 100 
(ASAT MERRE o ative i R aN a G 125 
Re 75 
et 59 
ne i a 260 
{ 21) 
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BAX Leptobison hanaizumiensis. ELBE LG ED REE P, 内 面 及 下 面 
Bi, 実 大 。 上段 中 と 右 下 と は 堪 上 Ps, 内 面 及 下 
は 右上 Mt, 下 


面 観 , RA 下 三 段 中 列 
3 内 H, 外面 観 , Xx ?/s. 三 段 左 列 导 左上 Mp, 下面 
A, SEs, x’ 下 三 段 右 列 は 左上 Ms, 下面 内面) 外面 観 。 メ ?/。. 
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ee 585 
pra {a 203 
角 心 岳 周 回 し SS te iLiad ca hd tee entree: 200 
ee PC 210 

missam 
.215 
s ei sid sue use NN 65 

apy an Wrst 
mamal © RS 65 
i 有 68 
pea a EN E EEE E E E T 66 
本 Ba 205 
Recor 9 lets NE 195 
a Fea Re NE ys 248 
p n 5 | 245 
ensani か 190 
EMI 人 185 


前 頭骨 区 滅 の 縫合 線 が 未だ 閉じ て 居 な いと 云 5 若 さ は あれ ど , その 季 は 充分 固く 出来 て 居り , ZARE 
の も の で ある 事 は 疑 無 に 。 浜 積 思 野牛 や 叉 東亜 の 沖 鑑 紀 忠 和牛 すら より る 小さ に 事 が 自立 つ 。 前 頭 部 も 狭く 
出頭 隆起 問 幅 と 後頭 面 編 と か 取 分 け て 小さ く , 角 心 も 赤目 立つ て 小さ い 。 吾 質 部 や 後頭 部 の 幅 が 小さ い の に 
比 し て 両 問 接 突起 幅 は その 割合 に は 小 か ら ず , 該 突 起 は 案外 に 大 きい 。 後頭 面 幅 対 還 高 特 分 率 は 175, WE 
面 幅 対 抽 頭 攻 起 問 幅 の それ は 同じ く 175, 後頭 面 編 対 両 問 欄 突起 幅 の それ は 196, 刀 頭 隆起 問 幅 対 後頭 面 高 

の それ は 100 で ある 。 基 等 の 値 に 於 て 本 頭 号 は 松本 が 験 し た 事 の ある 東亜 方 面 の 洪 積 志 及 以 後 の 野生 頭 営 と 
LOREDO, 特に 前 者 は 後者 より 以前 の 型 と 云う 凶 象 を 深 5 す る 。 

前 頭 部 は 大 略 平 坦 で , 両角 心 柄 聞 で 閣 決 に 高 ま つ て も 居 ぬ 。 頭 頂 骨 は 大 きく , EE. EMELTED. RE 
よく 突出 し て 居る 。 後頭 面 後 を ら ず 幾 分 前 に 傾き 大 孔 上 縁 上 の 部 分 で 左 程 冠 み 込ん で を 居 め ぬ 。 角 心 柄 は 主 
と し て 側 方 に 向い , 唯 筐 か に 後 寄り に 向 つ て 居る 。 角 導 は 小 き さく, Bis, LEECH Fo DRA Pek BD 
周回 に 劣り oie ICT CHS CHAE EI 5 kò CBRL, 角 心 が 短い に も 拘ら ず そ の 組曲 は 麟 ろ 
強い 。 角 心 が 後 寄 り に 反 れ る 程度 は 其 だ 軽微 で , 角 心 全体 が 後頭 面 錠 の な す 平 面 より 全然 前 た ある 。 角 心 は 

OAIE OTTER ANC ERATES OEREN D. COMROMAIC HMO H DT 
HASBPREB RD DIS. 


SHORRE CHE し た 左 鼻 骨 が あり , 下 の 如く 測定 され る (mm で )。 


長き eee 208 
Eo 55 
ERRAR BIBS eee seis 14 
jk a LUTE e as DEJE ooo 49 一 98 
前 と し 33 


と の 募 辿 は 充分 に 固く 級 密 で , 充分 成 惑 し た 動物 の も ゃ の と 認め られ , 大 きく , MOKS, が : つ ちり と し て 
BS, LELROMB CM CMH L, PPAR URS OBE 208+) 195+85=488mm % 4 fH zib 
鼻 育 は 前 方 に 余り 狭く も な ちず, 前 半 部 まで が 相当 に 広い 。 表面 な は 沢山 の 引手 き が : 見 られ る 。 = ORI 
移植 移 の よう c 士 を 反 ら た り 堀 つた り に 用 いら れ た か ゃ 知れ ず , その よう な 合用 の 故 か と も 見 える 磨 れ 畠 i 4, 


FT So 
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右上 最前 々 臼 間 と 左上 次 前 々 臼 落 と どちら も 
kl KELTA, 下 の 如 く 測 定 さ れる 
(mm で )。 


長き 幅 ARZA 外 侧 冠 高 ”全 高 
Po 17 13.5 12 24 33 
Ps 19.5” 17,5 15 24.5 40 


FEAT BBA PI CH YASH, 案外 狭 
く , RELY LR. ECHTE 4, WERE 
旋 至 以降 の 和牛 類 を たら 少く と p EZE P KH Py eh 
英 幅 より 長い 管 で ある 。 外 半月 の 内 面 及 外面 の 
HAG CHS, RER 0.5-1.1mm of 
(860, その 表面 は ずら ざら せ ず , 唯 甚だ 微細 
に 裕 打 つて 居る 。 半 月 間 の 谷 は 由枝 質 で 売 き 
- れ 。 BT & ZC BE L 7H & WR HERE L 
SER & (4 AER OM CEL Leibh ch 
So RAHE, BARRA CEA CBS. 

55 l HELEGE ARB, (IC HUB LD 
厅 产 左上 第 二 大 外 蔓 ， 闻 新 右 上 第 二 大 自 匡 ， 同 . 
WiZe LEA, BORE HUE Ll vaFe EES 
三 大 日 次 の 測定 を 下 ic 示 す (mm で )。 


長き E AREA 外 侧 冠 高 
IM 32 28: 42 41+ 
M: 39 23 十 = = 
M: 37 22 十 = = 
M: 34 31.5 ol 50+ 
M。 31.5 28 45 48 
EAR . Leptobison hanaizumiensis. F £8, ESAA CRON SBME PML し て 左 


m, SHEL, Lmg THEA TE LOTA., JL CORK BIA H2 Ic 
IEL oR. TRICIRA CHS. POR LIED FE LCI ROABM x CD ES CUS VEBSIGAE 
Aco WEED LO SITICR O, MOLD % 基 方 に 広く し て , % 5 D DEERE Lo. 外 
半月 の 外面 の 中 肪 は 著しく , TAC < SRRORE ERC, CT OHOMRV-B A kROBELC SONIC CCIE 
ROMER CH So ABIES K 4, 寧ろ 低く , 前 後 長 4-4.5mm, 高き 20-26mm FHS, SHEE 
(FES 0.4-1.2mm あり , LOREEK OTE, AUEKARIOSGR EER CHE, ERE 
HEB OSE CER bIChS, 

FEES TORKIL A SSMOMAAD 0, C ECAR LCI ORB FAROR CORN BE 
と する 。 HST tOLRARONE LR FOU (CHS (mm で )。 


E S a SATE Ee eRe 455 ~ 455 
最前 々 円 菌 前 敵 か みか ら の 長き さ .… せ ee 305 _303 
EESE. erreren. RN de 165 163 
上 行 梳 高 .….….…...…. et ees: a ere oe ee 230 210 
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FE ZE ECFA SRS. RN Kk 180. 
縫合 部 に 於 ける 高 さ eit 46 
縫合 部 最前 々 白 慢 聞 最 小高 Murr 37 
最前 々 所 上 間 に 於 ける 庫 さ ee ee eer 53 
GERI BEGET DST DRS eerren inde 56 
最後 大 臼歯 後任 に 於 ける 高き ereere 85 
Ee 68 
縫合 部 幅 ………………… 人 30 
縫合 部 最前 々 四 歯 関 最小 幅 ……… い トド ………… ド ーー 18 
SES BIE RIC IAD DPB wee teeters 28 
EEA EA BBC IR DS BKMR ereere 32 
立 接 安 总 桶 0 47 
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Co FS AC OR 2 AUB LCE SROMB SR OCHS. CCOPREH CHICKS な 訳 で は 無く 
Bhs CHO LOCHS 5. COFFEE LOMB ICH THO TRA Bk DIT, BER 580mm 位 乃至 以 
ELSE SCHS5. COOLS CAMECEMMARBCH OK EBAY られ る の で ある 。 それと 云う ちの 
ふぁ 下 額 骨 の 前 方 部 が 引 締 つ を た 形 で な く 如 何 に も 伸 々 と よく 発育 し , 是 つ 上 行 枝 の 前 後 幅 ふ 著しい も ゃ の が あ 


DC A, LoTR LAOS |MAe Bono. 
CO PMOR Mi FOR < We StS (mm T). 


Mal 
Ze 


Rè 
12 
12 
2k 


43 


17 
17 
18 
17 
18 


PI 


高 外側 冠 高 


12 
12 
20 
20 


Hi Lis 


29 


C4 SEF OMNIA E CRITE ARIE CH b. Cn PROF b DIE, PRAIS E OPEC 
も ふ あ る 。 第 一 及 第 二 大 臼歯, VAS RL し て の 第 三 大 曰 歯 本 体 は 基 方 より 名 相 方 作 目 并 て 長く , 林 方 より 
RHA CMOT#EL lE., EKO CRE SBOMSMCH OME C ASS A Oe BRED Zee RS thle 
LEAR MINT STEA, KARAMA SHAOGO. CH 水 后 族 中 特征 兼 原 的 又 次 梁 型 
HERCE D. RATE LoTR. PERRO CH RED SX ACH Se PAE eg (LF. & 
0.4-1.2mm あり 。 その 表面 は 基 だ 微細 人 容 打 つて 居る 。 PAER HOS ABR CHS, 叉 の 表面 は 


SEER OMI CHAD TCHS. 


PRE oP EOP thA CMs ose Lc, と と に 唯一 結 す れ ば 本 種 は 頭 昔 か ら 感 ずる 程 に 小さ く 可 愛 


らし に 


` NII-I 


Leptobison sivalensis を 評 し た 語 を 球 り を 一 一 生 で は 無 Z, Bice & LACH SOS. LEIRE 
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RF, 弄 牛 及 野 生 の 特徴 で ある 訪 上 の 交 を 持つ て 居 た 事 も 該当 部 胸 槍 (甚だ 長い 合 状 突起 が ある 事 か ら わ み 、 
つて 居る 。 

近江 国 伊 香 立 村 下 竜 華 み ら 古 く 松 本 が Buffelus SsP.・ と し た 大 曰 歯 材料 が 出 て 居る 。 之 は 或 は 本 種 で あろ 
うか る も 知れ な い 。 HEDRE ba CAERE b CICK OBER BOK CHD 5 k> AEE CHO 
た る べく ,。 その 点 キ ン リ ウオ オツ ノシ カ $ ゃ 同 断 と 認め られ る 。 

本 種村 L. sivalensis の よう 頭蓋 や 角 心 の 小さ と 野 和牛 族 で は あれ E, 角 必 が それ の よう 後に 向 つ て 居 め ぬ 
時 で それ より は 一 歩 進ん で 居る 。 婦 頭 頂 骨 部 が 前 頭 辺 部 と 角 を な し て 算 れ 下 つ て 居 ぬ 事 で L. palaeosinensis 
より ゃ も 一歩 進 ん で 居る 。 

松本 は 呈 つ て Bison exguus t の 祖先 に 就 て の 研究 繧 婦 で 東亜 乃至 北 亜 の 洪 積 肥 以 降 の 野牛 の 三 進 イ EEF 
階 を 区 別 し た 。 Eb% B. occidentalis, 第 二 陛 B. occidentalis curvicornis, Babe B. exguus と し た 
の で ある 。 本 種 は その 系 列 に 対し て 実に よく その 前 に 位置 し , 云わ ば 同系 列 の 第 〇 階 を な し て 居る 。 今 亜 細 
型 を 主として の 野生 族 の 系 統 玖 を 以 て 本 種 の 自然 的 位置 を 示せ ば 炊 の 如く で も あろ うち 5。 
本 種 以 外 の モリ ウゥ ン シ 属 同属 者 は 何れ る 上 部 鮮新 と され 


B. ETgQUUS B. bison 
| て あり , ATHE LES HOCK CSAS, MEK 
B. crassicornis | THEA CIES LS CH SAO MBAS OIC EO 
B. occidentalis 葉 :d に 来る 事 で あろ ら 。 上 の 未 続 で B. occidentalis に 


curvicornis 


対す る 振 合 か ら も そら うら あつ て よい ら 。 


B. PE RER 結 が 
L. E E NT mi A anaa kE CRo 7c BEAR IC IE EOC 
| BOCA. (LGR te OBER & SURE oo E 
CHP CRA OCHS, LAT it TESLA BERR 
の 相 を 示し , 気候 が 寒く も あつ た の で ある 。 な お 気候 が 
変化 し つつ あつ た 時 代 と 蓋 ぅ 証 更 FAL HV, 来る べき 永 河 時 代 に 歩 々 近づき つつ あつ た 頃 と 見 る に よい の で あぁ 
る 。 オオ クノ シカ 属 は 旧 北 閉 式 で あり , モリ ウシ 属 は 東洋 区 及 旧 北 測 区 問 緩 竹 地 帯 式 で も あつ た ろ ろう 。 Eb 
ら の 本 種 FE (c LUBE OPPRR CIE A CRS LUE LAME CH D 4, 
ARABIC RUS O— HRA HS CHA MO(LAAERE RL, 上 部 鮮新 に 松島 下層 式 を 置い た 。 本 化 
石 床 出土 物 を 実 見 し た 人 達 は 口 を 揃え た て み に 人 為 人 工 の 痕 あ る 事 を 認め て 居る 。 HIS ALAR Opt CRB 
下層 式 の 人 類 遺 跡 で も あつ た の で ある 。 


| L. sivalensis 


| 
L. palaeosinensis 


Résumé 
On the Mammals of the very Late Pliocene fossiliferous Zone at 
Kanamori, Hanaizumi, Nishi-iwai District, Province of Rikuchi 
Hikoshichiro Matsumoto and Hajime Mort 
Biological Institute, Medical College at Fukushima 
This fossiliferous zone is at the same time an antique Man’s site. Once in May, 1927, the very 
spot was dug by the land-owner in order to make a pool for watering the rice-field. In the cource 


of the work, people found that a vast amount of bones of unknown animals are imbedded there in 


the depth of 3-4m. from the surface, and felt disgusted. Accordingly, the attempt was given away 


(26 ) 
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and the half made pool was filled up again with siol. Mr. Morisuke Sasaki, a leading authority of 
the town, being associated by the members of the Young Men’s Association and under the supervi- 
sion of Professor Hiroshi Sone of Tohoku University, undertook and practiced an excavation on Nov. 
24th, 1953, for the first time, and secured a lot of animal and plant remains, besides relics. Several 
days after this excavation, the named professor unexpectedly died before his expressed intention to 
get one of the writers Matsumoto’s opinion about the present problem could be realized. Naturally, 
it has come for Matsumoto to study the problem. The second excavation, with his presence, was 
done on Feb. 28th, 1954; and additional material was obtained. The third was done on Nov. 4th, 
1955; and several days after the excavation, the writers and other coleague visited the place and made 
a necessary investigation of the fresh material. 

Megaceros kinryuensis, sp. nov. 

Antler large, stout and heavy, with the characteristically long and essentially cylindrical shaft of 
beam between the divide of brow tine and the widening for palmation of crown. Judging from the 
very long shaft just mentioned, the palmated crown might be less huge than in the European and 
Chinese Pleistocene congeners. Brown tine flattened and widened, though might be less so than in . 
the Chinese representatives. The gigantic size of this deer can be realized from the nasals, which are 
175-185 mm long, the mandible, the horizontal bars of which are some 455mm, and the lower cheek- 
tooth series, which are 175-190mm long. 

Leptobison, g. nov. 

A genus (or subgenus) of the Bisontines. Cranial portion of skull small and, especially, not very 
wide. Parietal surface, remaining-on upper side, continuous to frontal one. Longskulled or ilong- 
faced like the Bovids in general, except Bison. Horn-cores small, short and cylindrical Biting of 
chcek-tooth series of both jaws markedly zigzagged in lateral view. Upper cheek-teeth generally 
longer than wide. Humped at shoulder, the thoracic vertabrae of the corresponding an region 
having elongated spine. 

Genotype: Léptobison hanaizumiensts described below. 

This new genus would include Bison sivalensis Lydekker and Bison palaeosinensis Teilhard de 
Chardin & Pivetean. 

Leptobison hanaizumiensis, sp. nov. 

Cranial portion of skull small, long-skulled- or long-faced. Horn-cores small and short; length 
along upper curve surpassed by the circumference at base; slightly flared backwards; not at all 
dipped downwards; rather strongly curved, so that their tips are directed upwards; circular in cross- 
section; not at all flattened at the base. Mandible massive and stout even at the anterior part of 
the horizontal bar and at the ascending bar. Upper cheek-teeth essentially lenger than wide. Cheek- 
teeth retaining a primitive feature, resembling those of the Bubalines. 

The fossiliferous zone is judged from the fossil fauna, as well as flora, to be referred to a certain 


very upper horizon of the upper Pliocene, Villafrancian. 
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